
ヰ
ノ

こ
L
に
い
ふ
井
上
左
衛
門
は
従
在
の
人
物
で
あ
る
ま

、。、
L

・ヰ
ノ
ウ
ヘ
サ
ダ
ユ
・
ウ
井
上
左
太
夫
大
型
寺
滞

士
0

・
抱
稽
左
太
夫
。
治
兵
衛
の
次
男
。
元
文
三
年
御

用
腕
書
役
と
な
り
、
明
和
三
年
御
右
筆
頭
取
に
進

み
、
八
年
九
用
務
侯
の
系
組
を
繰
び
、
九
年
正
用
新

知
百
三
十
.
石
を
受
け
、
諸
職
を
隠
、
安
永
七
年
正
用

致
仕
し
て
趣
溺
と
穂
し
、
天
明
元
年
六
Hn
六
十
四
践

を
以
て
夜
し
た
。
左
太
夫
資
性
謹
直
、
感
を
好
み
、

江
戸
に
赴
く
と
き
は
即
ち
太
宰
春
獲
の
門
に
遊
ん

だ。ヰ
ノ
ウ
へ
ジ
井
上
地
一
幻
珠
洲
郡
宗
末
の

内
の
小
字
。

ヰ
ノ
ウ
へ
ジ
ユ
ウ
ザ
エ
モ
ン
井
上
+
左
衛
門

活
務
初
め
僻
一
点
左
衛
門
。
資
永
七
年
前

m吉
徳
の
御

部
屋
附
御
歩
に
召
抱
へ
ら
れ
、
御
側
小
腸
附
織
目
を

経
て
、
亭
保
十
六
年
新
知
百
二
十
.
石
を
賜
は
り
、
定

番
御
歩
小
頭
と
な
り
、
延
亭
ご
年
組
外
に
班
し
、
四

年
夜
。
子
孫
悦
々
一
滞
に
仕
へ
る
。

ヰ
ノ
ウ
へ
シ
ユ
ウ
ダ
ユ
ウ
井
上
鰍
太
失
初
名

倣
兵
衛
。
本
多
安
房
守
政
行
の
家
士
で
あ
っ
た
が
、

前
削
治
僚
の
時
天
明
五
年
入
刃
新
知
百
五
十
.
石
を
賜

う
て
、
組
外
に
列
し
、
御
近
習
番
に
補
せ
ら
れ
た
。

子
孫
世
々
務
に
仕
へ
る
。

ヰ
ノ
ウ
へ
シ
ョ
ウ
井
上
底
河
拍
榔
に
鴎
ず
る
。

務
政
時
代
で
は
千
木
・
疏
久
・
横
枕
・
法
光
寺
・
柳
橋
・

百
ヶ
坂
・
金
市
新
保
・
荒
屋
・
大
場
・
入
問
・
酪
刷
物
純
手
・

菅
原
・
塚
崎
・
用
浦
・
南
森
下
、
涌
波
・
下
諦
披
・
薬
師
-

E
部
谷
・
高
坂
・
車
・
釣
部
・
牧
山
・
不
室
・
柚

J

木
・
小

嶺
・
回

J

烏
・
大
附
・
利
屋
町
・
太
田
・
潟
端
新
・
南
中
傑
・

北
中
傑
・
五
反
問
・
中
須
加
・
中
橋
・
川
尻
・
加
賀
爪
・

庄
・
清
水
・
津
幡
・
浅
田
・
杉

J

瀬
・
倉
見
・
荒
屋
・
七
野
・

井
野
河
内
・
浅
野
谷
・
浅
野
深
谷
・
谷
山
・
榎
尾
・
俵
等
・
一
復
利
長
に
臣
事
し
て
二
百
石
を
食
み
、
大
坂
爾
役
に

朝
日
畑
・
相
経
・
巾
・
上
限
叉
・
下
膝
叉
・
大
窪
・
北
桜
一
・
も
出
陣
し
、
そ
の
後
役
に
は
天
王
寺
棚
際
で
首
二
つ

棟
・
南
横
根
・
織
部
・
宮
坂
・
本
棋
布
・
大
根
布
・
荒
屋
・
一
を
援
、
除
漸
く
増
し
て
千
一
一
一
百
石
と
な
り
、
使
番
・

室
・
二
俣
の
七
十
四
ぷ
仰
が
之
に
臨
し
て
ゐ
た
。
一
足
鶴
頭
・
朕
奉
行
に
馨
げ
ら
れ
、
寛
永
二
年
夜
。
子
孫

ヰ
ノ
ウ
へ
セ
ツ
キ
ヨ
井
よ
雲
患
誌
は
美
稿
、
一
世
々
務
に
仕
へ
る
。
卯
辰
山
に
在
っ
て
一
本
松
と
稽

長
三
郎
と
都
し
、
珠
洲
郡
宗
末
の
人
。
高
桑
錦
水
及
一
せ
ら
れ
た

E
樹
は
、
こ
の
長
政
の
灰
塚
に
植
ゑ
た
も

び
岸
岱
の
門
に
取
ん
で
設
を
描
い
た
。
明
治
サ
一
年
一
の
で
あ
っ
た
と
停
へ
る
。

五

周

七

十

二

歳

に

て

夜

。

一

キ

ノ

ウ

へ

ナ

ガ

ミ

チ

井

上

長

温

遇

税

況

左

衛

ヰ
ノ
ウ
ヘ
ゼ
ン
キ
チ
井
上
善
吉
初
め
新
番
に
一
門
・
勘
左
衛
門
。
五
左
衛
門
長
短
の
子
。
線
六
百
石
。

列
し
、
一
一
一
十
五
俵
七
人
扶
持
を
受
け
、
前
問
費
瞭
の
一
御
歩
碩
・
御
先
手
物
顕
・
御
用
人
に
隠
任
し
、
元
職
入

御
近
習
と
な
り
、
文
化
七
年
組
外
に
班
し
て
百
石
を
一
年
夜
し
た
。

食
み
、
後
況
十
.
石
を
加
へ
た
。
子
孫
務
に
悦
裂
す
る
。
一
キ
ノ
ウ
ヘ
ノ

9
チ
カ
井
上
教
親
占
病
規
範
・

ヰ
ノ
ウ
ヘ
ト
シ
キ
ヨ
井
上
俊
清
宮
内
櫨
少
輸
。
一
古
易
又
玄
解
等
の
著
者
。
そ
の
周
易
艶
停
の
序
は
、

太
平
記
に
翻
ふ
普
門
旅
人
利
治
と
同
人
で
、
越
中
に
一
文
政
元
年
少
納
言
清
原
宣
明
の
識
し
た
所
で
あ
る

於
け
る
宮
方
の
士
で
あ
っ
た
o
E平
元
年
〈
貞
利
二
)
一
が
、
そ
の
中
に
『
井
上
教
親
加
賀
人
也
。
用
=
力
子
易

五
周
得
江
九
郎
組
員
の
箪
忠
欣
に
、
今
年
三
用
六
日
一
皐
コ
ニ
=
十
年
手
投
↓
以
=
天
授
之
才
ア
椅
=
心
乎
此
讃
-

俊
治
は
能
菅
に
侵
入
し
て
期
羽
咋
郡
富
来
院
木
尾
紙
城
二
宮
々
hu
』
と
あ
る
が
、
未
だ
そ
の
停
を
得
ぬ
。

に
蟻
っ
た
が
、
青
見
捕
部
助
氏
額
の
僑
に
五
周
四
日
一
ヰ
ノ
ウ
へ
ヒ
ョ
ウ
ザ
Z

モ
ン
井
上
丘
一
左
衛
門

攻
許
せ
ら
れ
た
と
あ
り
、
同
年
育
見
大
磁
大
輔
額
隆
一
初
め
宇
喜
多
秀
家
に
臨
し
た
が
、
元
和
二
年
前
回
利

は
越
巾
に
入
。
、
松
倉
・
水
尾
踊
城
に
磁
っ
た
俊
清
一
常
に
楽
仕
し
、
千
三
百
石
を
受
け
.
た
。
子
採
滞
に
悦

を
討
っ
て
、
悶
九
周
之
を
降
せ
し
め
た
が
、
翌
二
年
一
捜
す
る
。

に
は
俊
治
再
び
宮
方
に
鴎
し
た
と
見
え
て
、
十
一
周
一
ヰ
ノ
ウ
へ
ホ
テ
イ
マ
ル
井
上
布
袋
丸
越
中
の

十
入
日
足
利
館
氏
は
そ
の
総
罰
の
震
に
得
出
索
章
一
一
士
井
上
宮
内
秘
少
納
俊
請
の
子
で
あ
ら
う
o
E平
六

族
の
波
向
を
促
し
て
底
り
、
一
一
一
年
ハ
貞
利
回
)
索
章
は
一
年
ハ
翻
臨
ご
〉
正
用
得
江
石
王
丸
代
長
野
彦
五
郎
季
光

之
に
邸
じ
、
育
見
氏
頼
に
従
う
て
出
陣
し
、
十
周
十
一
の
軍
忠
紋
に
、
去
年
十
一
周
三
日
敵
弁
上
布
袋
丸
・

二
日
俊
治
の
松
食
城
を
陥
れ
た
。
一
宮
来
彦
十
郎
以
下
羽
咋
郡
富
衆
院
か
ら
打
出
で
、
鹿

ヰ
ノ
ウ
へ
ナ
ガ
マ
サ
井
よ
長
政
逝
稽
勘
左
衛
一
島
郡
花
見
槻
に
寄
せ
来
っ
た
の
を
迎
へ
討
ち
、
四
日

門
。
加
賀
の
人
。
交
は
替
左
衛
門
。
前
回
利
家
に
仕
一
飯
悶
〈
期
羽
咋
郡
飯
山
か
U

の
陣
か
ら
越
中
に
躍
返
し
た

へ
て
五
百
石
を
賜
は
り
、
文
勝
征
韓
の
役
に
従
う
て
一
と
あ
る
。

名
謎
屋
に
赴
い
た
が
、
盟
臣
秀
吉
膳
下
の
士
と
事
う
一
ヰ
ノ
ウ
へ
マ
サ
チ
カ
井
上
政
親
廼
稽
銀
次
郎
・

て
之
を
殺
し
、
蹴
倒
し
て
知
行
を
除
か
れ
老
臣
太
田
一
六
左
衛
門
・
靭
質
。
奥
カ
井
上
櫨
太
郎
の
子
で
務
士

長
知
に
仕
へ
・
た
。
次
い
で
浅
井
畷
の
役
に
功
を
立
一
井
上
菊
太
郎
に
養
は
れ
、
天
明
七
年
幼
少
で
先
知
三

九
三
O

小
勝
・
御
使
番
よ
り
次
第
に
昇
進
し
て
御
馬
遡
顕
に

歪
り
、
天
保
十
一
年
総
百
石
を
加
へ
、
そ
の
年
残
し

た。ヰ
ノ
ウ
へ
マ
サ
テ
ル
井
上
方
照
大
型
寺
務
士
。

逝
稽
治
兵
衛
、
宇
は
伯
文
。
同
滞
の
期
三
郎
左
衛
門

に
就
い
て
心
陰
流
の
剣
術
を
感
ん
だ
が
、
江
戸
に
於

い
て
紳
遭
流
・
笛
流
の
外
、
堀
内
流
の
大
太
万
、
ト

傍
流
の
中
太
万
1

深
甚
流
の
小
太
万
を
製
び
、
訟
に

五
起
流
を
創
め
、
叉
清
水
流
・
規
矩
流
の
算
法
を
江

戸
の
兵
m事
者
野
中
消
兵
衛
銀
跨
よ
り
得
、
資
時
中
去
・

っ
て
越
前
大
野
に
赴
き
、
迭
に
蔽
井
に
出
で
L

教
授

し
た
。ヰ

ノ
ウ
へ
マ
ツ
ノ
ス
ケ
井
上
松
之
助
初
名
前
同

之
助
。
機
四
百
石
で
組
外
に
班
し
、
前

m霊
教
の
御

近
習
を
勤
め
た
が
、
天
明
三
年
十
二
周
三
日
凶
を
立

退
い
た
。

ヰ
ノ
ウ
ヘ
モ
リ
ス
ケ
井
上
盛
謁
字
は
文
甫
、

九
疑
又
は
孤
搭
と
概
し
た
。
乾
紡
直
の
門
に
遊
ぶ
こ

と
十
餓
年
。
膝
亮
、
横
山
隆
遼
の
乾
乾
協
の
詩
曾
に

臨
む
と
き
は
、
老
儒
先
生
と
い
へ
ど
も
時
に
舎
を
漉

く
る
こ
と
が
あ
り
、
尤
も
律
慨
に
長
じ
た
が
、
年
三

十
に
し
て
間
伐
し
た
と
い
ふ
。
未
だ
そ
の
公
聴
の
詩
を

得
ぬ
。ヰ

ノ
ウ
へ
号

9
ノ
プ
井
上
盛
陳
泡
稿
係
次
郎
・

藤
兵
衛
・
三
左
衛
門
・
太
郎
兵
衛
。
機
一
一
一
一
円
石
。
初
め

御
大
小
怖
か
ら
御
馬
廻
に
特
じ
、
ニ
，
丸
御
臆
式
御

用
建
、
寛
政
十
年
正
嫡
附
物
聞
か
ら
御
留
守
底
物
聞

に
歪
り
、
文
化
一
一
一
年
七
周
隠
居
し
て
二
十
人
扶
持
を

受
け
た
。

ヰ
ノ
ウ
へ
モ
ロ
カ
タ
井
上
師
方
源
平
盛
衰
記

に
、
『
木
曾
?
弘
前
偶
像
騎
を
引
率
し
て
上
洛
し
て
、
武
士

京
中
に
充
諸
て
家
々
に
乱
入
、
門
に
は
白
館
、
を
訂
立

ー』、へ


